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（論文審査の要旨） 
有茎性 T1 癌についての研究論文は少ない。Haggitt らは stalk より深く浸潤した癌はリン
パ節転移の重要な予後因子であり、松田らは head invasion ではリンパ節転移は 0％で内
視鏡的治療で完結すると報告している。一方、臨床においてはリンパ節転移を伴う有茎性
T1 癌を経験する。本研究では、有茎性と無茎性の臨床病理学的特徴を比較し、さらに有茎
性の中で Head と Stalk に分類し同様に比較した。また、有茎性 T1 癌のリンパ節転移のリ
スク因子について検討した。対象は 2001 年 4 月から 2015 年 2 月までに昭和大学横浜市北
部病院で切除した T1 癌のうちリンパ節切除を含む外科切除した 670 症例とした。有茎性
症例は腫瘍と非腫瘍の境界を結んだ基線より癌浸潤が浅ければ Head invasion、癌浸潤が
深ければ Stalk invasion と分類した。 
有茎性と無茎性の比較では有茎性で有意に若く、S 状結腸の占拠率が高かった。しかし、
リンパ節転移率においては両者に有意差を認めなかった。 
Head invasion と stalk invasion の比較では Head で女性、budding が有意に多い結果と
なった。しかし、リンパ節転移率においては両者に有意差を認めなかった。Head invasion
でリンパ節転移を伴った 4 症例は全て何らかの病理学的リスク因子を有していた。 
有茎性 T1 癌においては女性と tumor budding が有意なリンパ節転移のリスク因子であっ
た。深さを示す Stalk invasion は有意なリスク因子とはならなかった。 
つまり、Head invasion は完全に転移がないとは断定できず、何らかの因子があればリン
パ節郭清を含めた追加腸切除を考慮すべきである。 
本研究は大腸癌の Head invasion のリスクを明確にし、新知見を含んでおり、学位に値す
ると判断した。 
 
論文題名：‘Head invasion’ is not a metastasis-free condition in pedunculated T1 
colorectal carcinomas based on the precise histopathological assessment. 
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